
統計 第 7 回 

 7-1 

質的データの検定は非常に重要なので、演習をやっておきましょう。 

 

演習（演習 5.txt） 

環境の変化と校舎の老朽化により、現在の小学校を少し離れた場所に移設しようとする案

が出され、地域住民に以下のアンケートが実施された。 

１．あなたの性別は。 

 １）男性  ２）女性 

２．あなたの年齢はどれですか。 

 １）４０歳未満 ２）４０歳～５９歳 ３）６０歳以上 

３．あなたには小学生以下のお子さんかお孫さんがいますか。 

 １）いる  ２）いない 

４．学校の移設に賛成ですか反対ですか。 

 １）賛成  ２）反対 

５．学校移設に賛成の方、その理由を教えて下さい。（いくつでも選んで下さい。） 

 １）環境が良くなる  ２）設備が新しくなる  ３）その他 

６．学校移設に反対の方、その理由を教えて下さい。（いくつでも選んで下さい。） 

 １）通学が不便になる  ２）現校舎に魅力がある  ３）その他 

演習 5.txt を用いて問題に答えよ。 

注）５．と６．は複数回答の問題である。複数回答の問題のデータ入力は、項目ごとに欄

を作って 0, 1（1, 2 等でもよい）で入力する。 

 

１）男性と女性の数を求める。男性［   ］人 女性［   ］人 

２）年齢階級別の人数を求める。 

  ４０歳未満［   ］人 ４０～５９歳［   ］人 ６０歳以上［   ］人 

３）小学生以下の子どもがいるかどうかの人数を求める。 

  いる［   ］人 いない［   ］人 

４）賛成と反対の人数を求める。賛成［   ］人 反対［   ］人 

５）男女別の賛成と反対の２次元分割表を作る。 

 賛成 反対 

男性   

女性   

６）子供がいるかどうか別の賛成と反対の２次元分割表を作る。 

 賛成 反対 

子供がいる   

子供がいない   
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７）年齢層別の賛成と反対の２次元分割表を作る。 

 賛成 反対 

40 歳未満   

40～59 歳   

60 歳以上   

８）賛成は過半数といえるか、有意水準 5%で判定せよ。 

 検定名［          ］ 確率［     ］ 

 結果 過半数と［いえる・いえない］ 

９）賛成の理由で「環境が良くなる」と答える人は４割より多いといえるか、有意水準 5%

で判定せよ。 

ヒント：答えない（0），答えた（1）順に指定比率を入力すること（0.6,0.4） 

 検定名［          ］ 確率［     ］ 

 結果 ４割より多いと［いえる・いえない］ 

10）上の検定で有意水準を 1%にすると結果はどうなるか。 

 結果 ４割より多いと［いえる・いえない］ 

11）反対の理由で「通学が不便になる」と答える人は３割より多いといえるか、有意水準

5%で判定せよ。 

 検定名［          ］ 確率［     ］ 

 結果 ３割より多いと［いえる・いえない］ 

12）男性と女性で賛成・反対に差があるか、有意水準 5%で判定せよ。 

 検定名［          ］ 確率［     ］ 

 結果 男女間に差があると［いえる・いえない］ 

13）小学生以下の子供がいるかどうかで賛成・反対に差があるか、有意水準 5%で判定せよ。 

 検定名［          ］ 確率［     ］ 

 結果 子供がいるかどうかで差があると［いえる・いえない］ 

14）年齢層によって賛成・反対に差があるか、有意水準 5%で判定せよ。 

 検定名［          ］ 確率［     ］ 

 結果 年齢層間で差があると［いえる・いえない］ 

15）賛成・反対に影響を与えている要素はどれか。 

 ［性別・子供または孫の有無・年齢］ 
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演習解答（演習 5.txt） 

１）男性と女性の数を求める。男性［ 48 ］人 女性［ 57 ］人 

２）年齢階級別の人数を求める。 

  ４０歳未満［ 31 ］人 ４０～５９歳［ 31 ］人 ６０歳以上［ 43 ］人 

３）小学生以下の子どもがいるかどうかの人数を求める。 

  いる［ 41 ］人 いない［ 64 ］人 

４）賛成と反対の人数を求める。賛成［ 58 ］人 反対［ 47 ］人 

５）男女別の賛成と反対の２次元分割表を作る。 

 賛成 反対 

男性 26 22 

女性 32 25 

６）子供がいるかどうか別の賛成と反対の２次元分割表を作る。 

 賛成 反対 

子供がいる 32 9 

子供がいない 26 38 

７）年齢層別の賛成と反対の２次元分割表を作る。 

 賛成 反対 

40 歳未満 18 13 

40～59 歳 18 13 

60 歳以上 22 21 

８）賛成は過半数といえるか、有意水準 5%で判定せよ。 

 検定名［ 適合度検定 ］ 確率［ 0.3291 ］ 

 結果 過半数と［いえる・いえない］ 

９）賛成の理由で「環境が良くなる」と答える人は４割より多いといえるか、有意水準 5%

で判定せよ。（0.6,0.4） 

 検定名［ 適合度検定 ］ 確率［ 0.0127 ］ 

 結果 ４割より多いと［いえる・いえない］ 

10）上の検定で有意水準を 1%にすると結果はどうなるか。 

 結果 ４割より多いと［いえる・いえない］ 

11）反対の理由で「通学が不便になる」と答える人は３割より多いといえるか、有意水準

5%で判定せよ。 

 検定名［ 適合度検定 ］ 確率［ 0.0015 ］ 

 結果 ３割より多いと［いえる・いえない］ 

12）男性と女性で賛成・反対に差があるか、有意水準 5%で判定せよ。 

 検定名［ χ2検定 ］ 確率［ 0.9955 ］ 

 結果 男女間に差があると［いえる・いえない］ 

13）小学生以下の子供がいるかどうかで賛成・反対に差があるか、有意水準 5%で判定せよ。 

 検定名［ χ2検定 ］ 確率［ 0.0004 ］ 

 結果 子供がいるかどうかで差があると［いえる・いえない］ 

14）年齢層によって賛成・反対に差があるか、有意水準 5%で判定せよ。 

 検定名［ χ2検定 ］ 確率［ 0.9119 ］ 

 結果 年齢層間で差があると［いえる・いえない］ 

15）賛成・反対に影響を与えている要素はどれか。 

 ［性別・子供または孫の有無・年齢］ 
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3.3 対応のある母集団間の比率の検定（McNemar検定） 【Skip OK】 

ここではまず対応について説明します。簡単に言うと２つの母集団に同じ人がいるかど

うかが対応の分かり易い区別です。例えばある調査を広島県と岡山県で実施して結果を比

較したとします。この調査では広島県と岡山県で調査対象が違いますので、一般に同じ人

はいません。このような場合、この母集団間に対応はないと言います。同様にある調査で

男性の結果と女性の結果を比較する場合、男性の集団と女性の集団には一般に同じ人はい

ませんので、これも母集団間に対応はありません。 

しかし、例えばあるダイエット食品の使用前と使用後で体重を比較するなどは、同じ人

を追跡調査するわけですから、使用前の集団に含まれる人が使用後の集団に含まれていな

いと意味がありません。この様な場合、母集団間に（１対１）の対応があるといいます。

同様にある試験を実施して、英語の点数と国語の点数を比較する場合、英語を受けた人は

ほぼ国語を受けていますので、どちらか受けていない人を除けば、英語を受験した集団に

含まれる人は国語を受験した集団に含まれています。またその逆も成り立ちます。このよ

うな場合も対応がある例です。 

対応がないデータと対応があるデータでは入力方式が違います。今２つの群で対応があ

る場合とない場合で比較してみましょう。まず対応があるばあいで、例えばある健康食品

の使用前と使用後（前:1，後:2）で体調（良い:1，悪い:2）を比較する場合です。このよう

に対応がある場合、通常同じ人を横に並べて描きます。このデータの場合の 2 次元分割表

は右のようになります。 

表 3.3.1 対応のある場合のデータと集計 

使用前 使用後  使用前＼使用後 良い 悪い 

1 1  良い 2 1 

2 1  悪い 2 1 

1 2     

1 1     

2 2     

2 1     

 

次に名前を調べずに同じ人が特定できない場合の結果はどうなるでしょうか。まず上の

ように横 2 列に入力することも可能です。但し、同一人物が横１列になっている保証はあ

りません。このような形式を我々は群別データと呼んでいます。また別の形式もあります。

使用前と使用後を数字で 1 と 2 に分け、人を区別せずに、以下のようにならべます。もち

ろん順番は以下のようでなくても構いません。このデータの場合の 2 次元分割表は右のよ

うになります。 

表 3.3.2 対応のない場合のデータと集計 

前/後 体調   体調良い 体調悪い 

1 1  使用前 3 3 

1 2  使用後 4 2 

1 1     



統計 第 7 回 

 7-5 

1 1     

1 2     

1 2     

2 1     

2 1     

2 2     

2 1     

2 2     

2 1     

これを見ると前の表の 1 列と 2 列を縦にくっつけて 2 列目とし、1 列目に使用前は 1、使用

後は 2 と入力していることが分かります。対応がある場合に比べてデータ数が 2 倍になっ

ていますが、これは対応がある場合は 2 つのデータを 1 組として数えるからです。 

 このように対応があるデータには対応がある場合の集計法と対応を考えない集計法があ

り、検定も 2 つの集計法に応じて変わります。対応のある場合の２×２分割表の場合には

McNemar という検定法を利用します。もちろん対応を考えない場合は通常の χ2検定を用い

ます。ここでは対応のあるデータの検定の例題を見てみましょう。 

 

例 

 あるキャンペーン実施の前後で、各支店の印象について客からアンケートをとり、支店

毎に好印象かどうかで分類したところ、以下の結果を得た。キャンペーンは効果があった

と言えるか。有意水準 5%で判定せよ。 

前＼後 好印象 悪印象 

好印象 40 11 

悪印象 24 10 

データを¥Samples¥テキスト 3.txt から開いて、質的データ検定メニューの中から「McNemar

検定」ボタンをクリックすると以下の画面が表示されます。 

   

図 3.3.1 McNemar 検定画面 

ここで「検定」ボタンをクリックすると以下のような結果が示されます。 

 

図 3.3.2 McNemar 検定結果 



統計 第 7 回 

 7-6 

解答 

 1143.42 = ， 0.042522=p  

05.0p より、キャンペーンによる差があるといえる。 

 

この計算は大変簡単で、以下のような公式を利用しています。 

 

理論（McNemar検定） 

データ＼対照データ 結果１ 結果２ 

結果１ a b 

結果２ c d 

２つのデータによる差がないとすると 
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注）通常の分割表のまとめ方だと以下のようになる。 

 結果１ 結果２ 

データ a+b c+d 

対照データ a+c b+d 

 

 


